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《学校教育目標》 

「ふるさとを愛し、心まことに行動する日新の子の育成」 

「『あ・そ・べ・や』でみんな輝く日新の子」 

 

 

 

２月１日（木）に本年度最後の授業参観を行いました。平日

にも関わらず、お忙しい中、たくさんの保護者様にご参観いた

だきました。ありがとうございました。今年度は、昨年度と違

い制限等を設けずに通常通りの開催を心がけてまいりましたが

インフルエンザ等の流行もあり

判断を迷いました。しかし、当日

の子供たちの様子を見てみます

と予定通り開催してよかったな

と思っております。また、保護者

の皆様にも私語を謹んでいただ

くなど参観マナーを守っていた

だき感謝しております。 

参観時の子供たちの様子はいかがだったでしょうか。私もと

きどき教室を見て回っていますが、どの教室も落ち着いて学習

に取り組めていると思います。授業参観では、いつも以上に意

欲的に学習に取り組む姿が見られたのではないでしょうか。今

年度も残り１月あまりとなり、この一年で、随分成長した姿を

ご確認いただけたことと思います。 

４年生では、「夢と感謝を伝える会」を授業参観として行いま

した。法律の改正で、成人が20歳から18歳への変更になり、

「成人式」も「20歳の集い」など、名称を変えた形で開催され

るようになりました。時代の流れにしたがって４年生の「二分

の一成人式」も名称を改めたというわけです。 

「夢と感謝を伝える会」では、産まれて１０年という区切り

の年に今までの自分を振り返り、今まで成長してきたことへの

感謝の気持ちやこれからの夢について家族をはじめ多くの人に

伝えます。１０歳という自我が芽生えてくる時期に行うことに

意味があると思います。体育館では、歌やこれまでを振り返っ

た呼びかけを披露しました。その後、各教室に戻り一人一人自

分の「夢」や「決意」について発表しました。発表の方法もパワ

ーポイントを使うなど聞き手に分かりやすいように工夫してい

て、友達の発表に熱心に聞き入っていました。 

 

 

今年度は、コロナやインフルエンザの感染状況を見ながら

ではありましたが、地域と連携した活動を再開していきまし

た。「読み語り」「九九テスト」「昔遊び体験」「ミシンの補助」

などたくさんの方々にご協力いただきました。地域の教育力

を感じています。ご協力ありがとうございました。    

令和６年 ３月行事予定表 

日 曜 校内行事 

1 金 
いじめ・いのちを考える日、 

ALT来校 

３ 日 日新文化祭 

４ 月 卒業式練習開始 

６ 水 施設開放委員会, PTA本部役員会19:30～第１音楽室 

７ 木 読み語り 

10 日 体育館ワックスがけ 

12 火 
卒業式総練習②③ 

PTA運営委員会19:30～図工室 

13 水 大掃除 

14 木 お別れ式、６年生修了式、卒業式準備 

15 金 第144回卒業証書授与式 

19 火 学年末懇談会 

21 木 給食終了、大掃除⑤ 

22 金 修了式、辞任式 

23 土 春休み（～４月７日）※４月８日（月）始業式 

※○数字は校時限です。ホームページにも掲載しています。 

授業参観の様子 

体育館で呼びかけをする４年生 

読み語りに熱中する子供たち どきどきの九九テスト 



 

 

２月と言えば別名「如月」。更に着るから「きさらぎ」とも言われてい

ます。とにかく冬真っただ中のこの季節、子供たちに何とか外で楽しく遊

んでほしいと毎年「縄跳び大会」を企画しています。体育の時間や休み時

間に子供たちは練習を重ねてきています。１年生から６年生まで同じ時間

に実施するのですが（残念ながら今回、２年１組は学級閉鎖で後ほど参加

となりました）順位の決め方が工夫されており、１年生は実数の３倍、２

年生は２倍、３、４年生は１．５倍とハンディをつけているのです。順位

ばかりでなく、みんなで楽しむことにこの大会の意義はあるのだなと思います。 

 

 

「好きこそものの上手なれ」という言葉があります。廊下を歩いていて掲示されていた

２年生の自学帳に目が留まりました。右の写真は、実物を写したものです。見えにくいか

とは思いますが、サメの事をとても詳しく調べてまとめています。本校で、子供たちにつ

けてほしい力の一つがこの自学力。変化の激しい時代となりました。「昔取った杵柄」と言

う諺がありますが、これからは通用するかなと心配になるほどです。これからは、当たり

前だったことがどんどん変わる時代となるでしょう。私たちには（子供たちばかりではあ

りません）学び続ける力が必要です。 

 

 
＜新年書き方会＞ 

 佐賀市特選 硬筆 １年 寺田 梨乃さん（県入） ２年 古賀 優妃さん ５年 中川内日向さん、福地 有那さん 

 佐賀市入選 硬筆 １年 井川  文さん、松﨑のどかさん、大島 雄斗さん ２年 野口 美裕さん ４年 寺田 悠眞さん 

５年 稲福 莉聖さん、宮﨑有沙陽さん ６年 池田 千花さん、柴田 陽菜さん 

 佐賀市特選 毛筆 ４年 藤井 美宇さん(県入)寺田 悠眞さん(県入)５年 松尾 音羽さん(県入) ６年 田中 心幸さん（県特） 

 佐賀市入選 毛筆 ３年 原  紗奈さん、 ４年 中尾 桃歌さん、吉川しえりさん 

５年 只野つばささん、福﨑あさひさん ６年 濵野 妃夏さん 

＜第5９回新春読書感想文コンクール＞ 

 県佳作 ３年 堂角田伊吹さん（課） ６年 堂角田充希さん（課） 

＜博愛フェスタ２０２３＞     ＜立体作品展＞ 

 博愛賞 ３年 納冨 耀司さん   県特選 １年 三瀬 悠月さん 県準特選 ４年 山田 空輝さん ５年 井川  元さん 

＜チャレンジ３days＞ 優秀賞 ６年 池田 千花さん 販売店賞 ６年 田中 心幸さん、有尾 光平さん 

＜日常の一コマ＞ 

 縄跳び大会が終わったあと、6年生の 

女子数名が「こんなものを作りました」 

と砂のオブジェを紹介してくれました。 

写真では、分かりにくいと思いますが、 

女の子の顔を絶妙な柔らかい表情で表 

現できています。そして、半紙には、 

「できる 多分」みんなに向けたメッセージなのか、自

分に向けたメッセージなのか定かではありませんが、応

援の意味が込められていると感じます。残り少ない小学

校生活を慈しんでいるかのようでした。 

この１年、あいさつ運動などいろいろな場面で日新小

の顔として活躍してくれた６年生。下級生に優しく接し

ている姿もよく見ました。下級生にとって憧れの存在で

もありました。６年生には、最後まで充実した日々を送

ってほしいと思います。がんばれ６年生。 

＜お知らせ＞ 

 近年、社会の変化には目を見張るものがありま

す。大人も子供もその対応に追われ、なかなかゆ

っくりと過ごす時間を確保することが難しくなっ

ています。本校の児童は、朝元気よくあいさつを

する人がほとんどなのですが、朝から疲れた様子

で元気のない児童も散見されます。他にも昨今の

状況を踏まえて考慮した結果、次年度からは、児

童の下校を現在よりも３０分程度早めようと思っ

ています。児童クラブ等への協力依頼はできてい

ます。保護者の皆様におかれましては、次年度に

向けて調整が必要になることもおありかと思い、

早めにお知らせすることにしました。時程等詳し

いことにつきましては、次号の「学校だより」に

てお伝えしたいと思います。ご協力よろしくお願

いします。  

 


